
住民の避難情報から緊急点検のスケジュール立案
及び関係者との調整

①避難対象エリアの設定・コメントの入力
②避難所の位置を設定・コメントの入力
③自動で浄化槽基数を集計
対象数が多い場合を想定すると
対象エリアをクリックすると避
難所の位置とコメントが表示さ
れるようにする方法もある

「○月□日の前日までに
対象浄化槽91基を緊急点
検」といったように表示
結果から関係者との対応
計画が容易に立案できる



・非難住民の帰宅情報(避難命令ではない地域では避難していない住民がいる) 。避
難命令が出ている地区では犯罪防止等の利用から立入禁止区域となっている場合が
ある。→地図情報として確認や情報のアップができる良い。

なお、最近の災害においては避難命令等の発令地域はHPでも閲覧できるようになっ
ていることから、そのURLを情報として案内する、あるいは避難命令等をHPに示すと
きに地図情報にしてもらうと良いと考えられる(浄化槽担当部署で示された地域名から
地図に範囲を示すのは困難な場合もあると考えられる) 。

住民の避難情報から緊急点検のスケジュール
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着色モードによる該当地域の色分け

表題及び色の内訳はテキスト入力でき、地図の該当エリアを色分けしてみることができると、
エリアの違いによる状況の違いと浄化槽の設置状況を一目で把握することができる。



該当地域の色分けによる避難状況の例

住民が避難所から戻る日程と緊急点検を行わなくてはならない浄化槽の分布状況を一目で把握す
ることができる。色分けしたエリアの浄化槽設置基数等が集計されると定量的な判断もできる。


